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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 9,334 10.2 947 77.6 453 △17.0 218 △31.9
22年3月期第3四半期 8,467 1.1 533 12.2 545 ― 320 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 4,333.23 4,274.88
22年3月期第3四半期 6,379.03 6,287.58

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 13,395 4,892 36.5 96,962.05
22年3月期 11,611 4,721 40.7 93,904.11

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  4,892百万円 22年3月期  4,721百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1,100.00 1,100.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
各期末時為替レートにより為替差益又は為替差損となる可能性があり、現段階におきましてこの為替動向を予想することは困難であるため平成23年３月
期の業績予想におきましては、為替差損益を加味しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,984 9.5 1,115 87.1 1,073 112.1 605 158.7 12,003.25



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 50,456株 22年3月期  50,276株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 50,403株 22年3月期3Q 50,259株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、平成23年２月２日付にて、金融商品取引法に基づく四
半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想に関する事項は３ページ １．当四半期の業績等に関する定性的情報 （３）業績予想に関する定性的情報をご覧ください。本資料に記載されてい
る業績予想に関する記載は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間における我が国の経済は、緩やかな回復傾向を示し、企業業績の下げ止まりの兆しは見

られるようになりましたが、個人消費は、厳しい雇用及び所得情勢が続き、生活者を取り巻く環境は依然として

厳しい状況にあります。  

 当業界におきましても、景気の減速による個人消費者の生活防衛意識の継続や、少子高齢化及び若年層の飲酒

離れなどにより、酒類の消費が下降傾向を示すなど、依然厳しい状況にあります。 

 このような状況の中で、当社は、高価格帯の商品需要の鈍化を察知し、低価格帯の商品を充実させることによ

り、前期に続いて販売平均単価の低下傾向を受けるなかで、販売本数は、大幅な増加傾向を示す状況となってお

ります。 

 売上高は、9,334百万円（前年同四半期比10.2％増）となり、営業利益は、947百万円（前年同四半期比77.6％

増）となりました。売上高は、エクスクルーシブ商品の販売増加等により増収となりました。 

 営業利益は、売上高の増加及び円高による原価率改善に伴う売上総利益が増加し、販売費及び一般管理費の増

加分を吸収した結果、前年同四半期に対し、77.6％増の増益となりました 

 経常利益は、453百万円（前年同四半期比17.0％減）となりました。これは、当第２四半期末日と当第３四半

期末日の為替予約時価評価の洗替えによる為替差益96百万円及び決済等の為替差損561百万円による為替差損464

百万円を計上したことによるものです。 

  以上の結果、当第３四半期累計期間は、四半期純利益218百万円（前年同四半期比31.9％減）となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 ①ショップ 

  売上高は、5,017百万円（前年同四半期比11.6％増）となりました。当第３四半期における新規出店は、12 

  月にシンガポールにおいて「ワインショップ・エノテカ シンガポール髙島屋店」です。国内、海外を含め、

  順調に売上高を確保することができました。  

 ②卸し営業 

  売上高は、3,242百万円（前年同四半期比14.1％増）となりました。販売商品は、依然低価格帯が主流とな 

 っておりますが、既存取引先との取引拡充及び新規取引先を開拓することにより、販売本数が大幅に増加し、

 順調に売上高を確保することができました。 

 ③通販サービス 

  売上高は、1,075百万円（前年同四半期比4.6％減）となりました。国内プリムール売上高は、前年同四半期

  のプリムール（2006年ヴィンテージ）売上248百万円に対し、当第３四半期のプリムール（2007年ヴィンテー

  ジ）売上117百万円で131百万円減少しておりますが、当該減少額は、年初売上計画に既に見込んでおりま 

  す。一方、通販売上はインターネットによる自社及び他社サイトを利用したウェブ・サイト販売が順調に推 

  移しました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

  ①財政状態の分析 

  （資産の部） 

  当第３四半期会計期間末の資産は、前事業年度末に比べ1,783百万円増加し、13,395百万円となりました。 

現金及び預金311百万円の増加、売掛金1,125百万円の増加、商品642百万円の増加、投資有価証券51百万円の増

加等があった一方、未着商品350百万円の減少、繰延税金資産33百万円の減少等があったことによるものです。 

  

  （負債の部） 

  当第３四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べ1,612百万円増加し、8,503百万円となりました。 

  買掛金260百万円の増加、未払金96百万円の増加、前受金507百万円の増加、長期借入金738百万円の増加等が

あったことによるものです。  

  

  （純資産の部） 

 当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ171百万円増加し、4,892百万円となりました。四半

期純利益218百万円計上、配当金の支払55百万円等があったことによるものです。 
  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



  ②キャッシュ・フローの状況  

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末から295百万円増加し、3,146百万円と

なりました。 

   当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   営業活動によるキャッシュ・フローは、21百万円の収入（前年同四半期は159百万円の収入）となりました。 

 これは主に、税引前四半期純利益441百万円の計上（前年同四半期は税引前四半期純利益544百万円の計上）が

あった一方、たな卸資産の増加額296百万円（前年同四半期は81百万円の減少）、未払消費税等の減少額100百万

円（前年同四半期は42百万円の増加）、法人税等の支払額21百万円（前年同四半期は10百万円の支払）があった

ことによるものです。  

  

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

   投資活動によるキャッシュ・フローは、359百万円の支出（前年同四半期は56百万円の収入）となりました。 

 これは主に、定期預金の預入による支出326百万円（前年同四半期は591百万円の支出）、敷金及び保証金の差

入による支出14百万円（前年同四半期は4百万円の支出）、無形固定資産の取得による支出8百万円（前年同四半

期は6百万円の支出）があったことによるものです。  

  

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動によるキャッシュ・フローは、754百万円の収入（前年同四半期は731百万円の支出）となりました。

 これは主に、長期借入れによる収入1,800百万円（前年同四半期は900百万円の収入）があった一方、長期借入

金の返済による支出912百万円（前年同四半期は897百万円の支出）、社債の償還による支出80百万円（前年同四

半期は680百万円の支出）、配当金の支払額54百万円（前年同四半期は50百万円の支払）があったことによるも

のです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年５月13日付当社「平成22年３月期 決算短信（非連結）」にて公表した

平成23年３月期（平成22年４月１日～平成23年３月31日）の通期の業績予想を平成23年1月21日付で修正しており

ます。 

 （単位：百万円）

（注）前回発表予想（Ａ）及び今回修正予想（Ｂ）につきましては、為替差損益を加味しておりません。 

（※）経常利益及び当期純利益につきましては、年度末における決算数値が今回修正予想（Ｂ）から大きく変動す

  る可能性があります。主な要因として為替差損（営業外費用）を見込んでおり、第３四半期累計期間の為替差

  損は、464百万円です。   

   売上高 営業利益 経常利益（※） 当期純利益（※） 
１株当たり 

当期純利益 

 前回発表予想（Ａ）   11,984   670   620   354 7,035.98円

 今回修正予想（Ｂ）   11,984   1,115   1,073   605 12,003.25円

 増減額（Ｂ－Ａ）   0   445   453   251 －  

 増減率（％）   0.0   66.4   73.1   71.0 －  

 前期実績   10,945   596   506   234 4,655.98円



（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

これにより、当第３四半期累計期間の営業利益及び経常利益は1,277千円減少し、税引前四半期純利益は

11,134千円減少しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,503,578 3,192,058

売掛金 2,099,567 974,478

商品 3,234,834 2,592,145

未着商品 369,872 719,902

貯蔵品 25,412 21,435

前渡金 1,820,704 1,823,699

繰延税金資産 43,826 77,771

未収還付法人税等 － 5,617

その他 48,873 128,535

貸倒引当金 △4,199 △3,995

流動資産合計 11,142,470 9,531,649

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 853,185 860,619

構築物（純額） 1,569 1,732

工具、器具及び備品（純額） 94,845 99,009

土地 765,025 754,353

建設仮勘定 2,340 300

有形固定資産合計 1,716,967 1,716,015

無形固定資産 30,595 34,272

投資その他の資産   

投資有価証券 86,150 35,000

破産更生債権等 6,343 6,343

関係会社株式 162,810 30,930

敷金及び保証金 211,302 204,704

出資金 10 10

その他 45,330 59,184

貸倒引当金 △6,343 △6,343

投資その他の資産合計 505,602 329,828

固定資産合計 2,253,164 2,080,116

資産合計 13,395,635 11,611,766



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

輸入支払手形 44,313 37,128

買掛金 988,612 728,322

1年内返済予定の長期借入金 1,223,156 1,075,000

1年内償還予定の社債 80,000 80,000

未払金 381,601 285,587

設備関係未払金 4,032 41,724

未払費用 89,381 81,529

未払法人税等 197,218 36,839

未払消費税等 － 100,442

前受金 810,223 303,170

為替予約 598,281 701,324

賞与引当金 27,434 79,891

ポイント引当金 25,064 24,003

その他 45,879 20,158

流動負債合計 4,515,198 3,595,122

固定負債   

社債 20,000 100,000

長期借入金 3,571,430 2,832,500

繰延税金負債 427 －

退職給付引当金 155,434 139,227

役員退職慰労引当金 195,938 177,096

その他 44,889 46,696

固定負債合計 3,988,119 3,295,521

負債合計 8,503,318 6,890,643

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,647,348 1,645,468

資本剰余金 1,637,348 1,635,468

利益剰余金 1,607,482 1,444,378

株主資本合計 4,892,179 4,725,315

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 622 －

繰延ヘッジ損益 △485 △4,192

評価・換算差額等合計 137 △4,192

純資産合計 4,892,317 4,721,122

負債純資産合計 13,395,635 11,611,766



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 8,467,724 9,334,731

売上原価 4,907,676 5,029,149

売上総利益 3,560,047 4,305,581

販売費及び一般管理費 3,026,801 3,358,478

営業利益 533,246 947,103

営業外収益   

受取利息 2,089 1,145

為替差益 58,185 －

受取家賃 8,059 18,797

受取手数料 － 6,557

その他 13,156 2,850

営業外収益合計 81,491 29,351

営業外費用   

支払利息 58,627 56,964

社債利息 5,117 837

為替差損 － 464,218

その他 5,442 1,428

営業外費用合計 69,187 523,449

経常利益 545,550 453,005

特別損失   

固定資産除却損 698 1,943

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,857

特別損失合計 698 11,800

税引前四半期純利益 544,851 441,204

法人税、住民税及び事業税 15,886 191,395

法人税等調整額 208,361 31,401

法人税等合計 224,248 222,797

四半期純利益 320,603 218,407



（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 3,578,279 4,027,229

売上原価 2,068,185 2,098,124

売上総利益 1,510,094 1,929,105

販売費及び一般管理費 1,139,534 1,203,443

営業利益 370,559 725,662

営業外収益   

受取利息 111 40

為替差益 63,102 －

受取家賃 6,265 6,265

その他 1,739 684

営業外収益合計 71,220 6,990

営業外費用   

支払利息 20,042 20,859

社債利息 393 241

為替差損 － 88,929

その他 699 356

営業外費用合計 21,135 110,386

経常利益 420,644 622,266

特別損失   

固定資産除却損 377 －

特別損失合計 377 －

税引前四半期純利益 420,266 622,266

法人税、住民税及び事業税 5,500 179,852

法人税等調整額 178,600 83,726

法人税等合計 184,101 263,578

四半期純利益 236,165 358,687



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 544,851 441,204

減価償却費 98,712 96,561

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,024 16,206

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 17,433 18,842

賞与引当金の増減額（△は減少） △60,861 △52,457

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,369 203

ポイント引当金の増減額（△は減少） 913 1,061

受取利息 △2,089 △1,145

支払利息 58,627 56,964

為替差損益（△は益） 14,253 123,063

社債利息 5,117 837

固定資産除却損 698 1,943

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,857

デリバティブ評価損益（△は益） △433 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,085,873 △618,035

たな卸資産の増減額（△は増加） 81,908 △296,635

仕入債務の増減額（△は減少） 51,456 131,233

未払金の増減額（△は減少） 143,776 158,244

未払費用の増減額（△は減少） 11,916 6,153

未払消費税等の増減額（△は減少） 42,674 △100,442

未収消費税等の増減額（△は増加） － △1,946

その他 76,247 100,610

小計 9,985 92,326

利息の受取額 2,089 1,145

利息の支払額 △64,875 △56,177

法人税等の支払額 △10,317 △21,463

法人税等の還付額 222,950 5,521

営業活動によるキャッシュ・フロー 159,832 21,352

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △591,407 △326,804

定期預金の払戻による収入 792,512 310,403

有形固定資産の取得による支出 △80,710 △110,638

無形固定資産の取得による支出 △6,714 △8,529

投資有価証券の取得による支出 △35,000 △51,150

関係会社株式の取得による支出 △30,930 △131,880

敷金及び保証金の差入による支出 △4,914 △14,093

敷金及び保証金の回収による収入 344 3,335

預り保証金の返還による支出 △5,635 －

預り敷金の受入による収入 18,473 －

その他 544 △29,741

投資活動によるキャッシュ・フロー 56,562 △359,100



（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 900,000 1,800,000

長期借入金の返済による支出 △897,200 △912,914

社債の償還による支出 △680,000 △80,000

割賦債務の返済による支出 △1,084 －

株式の発行による収入 350 3,760

配当金の支払額 △50,475 △54,552

その他 △3,186 △1,758

財務活動によるキャッシュ・フロー △731,597 754,535

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,468 △121,669

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △528,670 295,118

現金及び現金同等物の期首残高 2,849,241 2,851,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,320,570 3,146,973



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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